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○ 遺伝子組換え作物って何？ 
植物の遺伝子（DNA）の中に人為的に他の DNA を組み込む遺伝子組み換え技術によ

り、自然状態では存在しない新しい性質を付加した作物のことです。除草剤をまいても

枯れないようにした作物や、害虫に対する抵抗性を持たせた作物があるほか、殺虫作用

を持たせた作物もあります。現在、様々な作物で開発・市場化が進み、直接的・間接的

に食卓にのぼっています。また、第二世代といわれる栄養価等の付加価値をつけた作物

の研究も進められています。 
 
○ 環境への影響は？ 
 科学者の中には食品として安全性よりも環境への影響が重大な問題であると危惧す

る人もいますが、実際の影響については未知数の部分が多く、「わからない」というの

が現状です。一方、農薬や除草剤の使用を抑えることができるといった見方もできます。 
 
○ 最後に・・・ 
世界の食糧問題は環境問題とともに深刻で、毎日約２万５千人が餓死しているとされ

ています。遺伝子組換え技術の発達は、食糧問題解決の一端を担うことができる可能性

を秘めているばかりでなく、環境への負荷の軽減を実現することができます。一般に環

境と健康に良いと考えられている有機農業はその安全性や収量の低さなど問題点も指

摘されています。食と環境への影響について考える上で、まずは自分が食すものに対し

て興味を持つことから始めてみませんか？ 
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